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発明の目的

ろう付け前処理剤としては, 従来,トリクロロエチ
レン,トリクロロエタン等の塩素系有機溶剤, 酸,ア
ルカリがある. また, ろう付け前処理剤として, 珪酸
ナトリウム系の水溶性前処理剤, またはリン酸塩系
でpHが７～11の弱アルカリ性の水溶性前処理剤を
用いることが知られている. しかしながら, 塩素系
有機溶剤は, 地下水を汚染したり, オゾン層を破壊
するおそれがある. そのため, 塩素系有機溶剤の使
用量にも限度がある. また, アルカリ, 酸は, アルミ
ニウム熱交換器の構成部材のように形状が複雑な
材料をろう付けする場合に, 洗浄不十分となり, 部
材細部のろう付けが不十分となるおそれがある.
リン酸塩類が混入している弱アルカリ性の水溶

性洗剤を用いて母材表面の油脂類を完全に除去す
る場合, 河川や湖沼の富栄養化の原因となる等の問
題がある. また, 珪酸ナトリウム系の水溶性前処理
剤は, 母材表面の油脂類を完全に除去することがで
きるが, 酸化皮膜を成長させるという問題がある.
本発明はかかる従来の問題点に鑑み, 低公害で,

油脂類等を除去でき, 酸化皮膜の生成を抑制できる,
アルミニウム材料のろう付け前処理剤を提供しよ
うとするものである.

特許請求の範囲

下記の「化１」の一般式で示される, アルミニウ
ム材料表面の脱油脂および酸化皮膜除去用のアル
ミン酸ナトリウム0.1～10重量％と, 下記の「化２」
の式で示される, 上記アルミン酸ナトリウムの可溶
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剤であり, アルミニウムスケールがアルミニウム材
料に沈着することを防止するためのグルコン酸ナ
トリウム0.05～20重量％と, アルキル第四級アンモ
ニウム塩0.01～１重量％と, アルキルアミンオキシ
ド0.1～５重量％と, 水残部とからなり, 上記グルコ
ン酸ナトリウムの上記アルミン酸ナトリウム100重
量部に対する含有比は50～200重量部であることを
特徴とするアルミニウム材料表面の脱油脂, 酸化皮
膜除去および酸化皮膜生長抑制の効果に優れたア
ルミニウム材料のろう付け前処理剤.

本発明の具体的実施例

上記アルミン酸ナトリウムはアルカリビルダー
であり, 上記「化１」の一般式により示される. ア
ルミン酸ナトリウムは, 水に通常含まれるCa，Mg
等のアルカリ土類金属と反応して, 水の硬度を下げ
る. そのため, ろう付け前処理剤の洗浄力を増大さ
せる. さらに, Na2Oはアルミニウム，アルミニウム
合金等のアルミニウム材料に対してエッチング作
用を有するが, その一方でAl2O3はそのエッチング作
用を抑制する.
従って, ろう付け前処理剤は, アルミン酸ナトリ

ウムのNa2Oによるアルミニウム材料に対するエッ
チング作用を利用して, アルミニウム材料の酸化皮
膜を除去することができる.
また,ｎAl2O3に対するｍNa2Oのモル比（ｍ/ｎ）

は１～３である. これにより, 脱油脂と酸化皮膜の
除去との速度の平衡を効果的にとることができる.
そのため, 洗浄の際, アルミニウム，アルミニウム
合金等のアルミニウム材料がエッチング過多にな
るのを防止し, かつ洗浄を完全にすることができる.
一方, Al2O3に対するNa2Oのモル比が１未満の場

合には, アルミニウム材料表面の酸化皮膜を除去で
きない場合がある. また, Al2O3に対するNa2Oのモル
比が３を越える場合には, アルミニウム材料が過剰
にエッチングされてしまい, アルミニウム材料にエ
ッチング斑が生成してしまう等の問題がある.
上記アルミン酸ナトリウムは, ろう付け前処理剤

中に0.1～10重量％含まれている. 0.1重量％未満の
場合には, アルミニウム材料表面の酸化皮膜の除去
が不十分になる. 10重量％を超える場合には, グル
コン酸ナトリウムの配合量が相対的に増加し, ろう

【化1】

【化2】

特許紹介  07.11.26 11:53 AM  ページ 159



－160－

付け前処理剤の排水処理性が低下する.
次に, 上記グルコン酸ナトリウムは, 上記アルミ

ン酸ナトリウムの可溶剤であり, 上記「化２」の一
般式により示される. 上記グルコン酸ナトリウムは,
アルカリ中でアルミニウムに配位して水に可溶性
の錯イオンとなる. そのため, アルミン酸ナトリウ
ムの加水分解を防止して, アルミニウムスケールが
アルミニウム材料に沈着することを防止すること
ができる. 従って, 上記アルミン酸ナトリウムの洗
浄効果を長期間持続させることができる.
上記グルコン酸ナトリウムは, アルミン酸ナトリ

ウム100重量部に対して50～200重量部含まれる. こ
れにより, ろう付け前処理剤の化学的酸素要求量の
増加を抑制させつつ, アルミン酸ナトリウムの沈澱
を防止することができる. 一方, 50重量部未満の場
合には, アルミン酸ナトリウムを完全に可溶化する
ことができない場合がある. また, ろう付け前処理
剤中に水酸化アルミニウムの沈澱が析出し, 洗浄力
の低下，洗浄力の持続性が短くなる場合がある. ま
た, 200重量部を超える場合には, ろう付け前処理剤
の化学的酸素要求量が増加し, 排水処理に支障を来
す場合があり, ろう付けコストが高くなる.
次に, 上記アルキル第四級アンモニウム塩は, ろ

う付け前処理剤に油分が可溶化，乳化するのを防
止する. 例えば, 油分が可溶化，乳化した場合にも,
その油分をろう付け前処理剤から分離する. そのた
め, ろう付け前処理剤の洗浄力は, 長期間持続する.
次に, 上記アルキルアミンオキシドは界面活性剤で
あり, 一般に洗剤又は化粧品原料として市販されて
いる. アルキルアミンオキシドは, 各種油脂類に対
して, 優れた溶解性，浸透性および湿潤性を有し,
また分解性が良く低公害性である. なおアルキルア
ミンオキシドは, ろう付け前処理剤中に0.1～５重
量％含まれる. 0.1重量％未満の場合には, 各種油脂
類に対する溶解性，浸透性または湿潤性が低下す
る場合がある. また, ５重量％を超える場合には, ろ
う付け前処理剤が発泡して洗浄作業性が低下し, 化
学的酸素要求量が増加して, コストアップとなる場
合がある.
上記のように, 本発明にかかるろう付け前処理剤

は, 優れた効果を有する各種成分からなる. そのた
め, アルミニウム材料に付着した加工油等の不純物
を完全に除去することができ, 洗浄性に優れている.
また, アルミニウム材料表面に酸化皮膜が生成する
ことを抑制することができる.
また, アルミニウム材料の形状が複雑であっても,
その細部まで十分に洗浄することができる. 従って,
本発明のろう付け前処理剤によれば, アルミニウム
材料に対する水濡れ性が向上し, ノコロックろう付
けの場合にも, 水溶性のフラックスを均一に付着さ
せることができる. また, 従来のろう付け前処理剤
であるリン酸塩類のような富栄養化等の環境問題
が生じるおそれもない. 従って, 本発明のろう付け

前処理剤は, アルミニウム，アルミニウム合金等の
アルミニウム材料のろう付け前処理剤として優れ
た洗浄効果および酸化皮膜の成長抑制効果を発揮
することができる.
なお, 上記アルミン酸ナトリウムとしては, メタ

アルミン酸ナトリウム（NaAlO2），オルトアルミン
酸ナトリウム（Na3AlO3），およびメタアルミン酸
ナトリウムとオルトアルミン酸ナトリウムとの共
溶物のグループから選ばれる１種または２種以上
であることが好ましい. これにより, アルミニウム
材料表面の酸化皮膜の除去効果をより高めること
ができる.
また, 上記アルキル第四級アンモニウム塩として

は, ラウリルジメチルアンモニウムクロライドがあ
る. 上記アルキルアミンオキシドとしては, ラウリ
ルジメチルアミンオキシドがある.
さらに本発明のろう付け前処理剤には, アミノカ

ルボン酸系錯化剤を0.05重量％以上添加することが
好ましい. アミノカルボン酸系錯化剤は, 水に通常
含まれている，Ca，Mg等のアルカリ土類金属に配
位して, ろう付け前処理剤中にアルミン酸カルシウ
ムやアルミン酸マグネシウム等の浮遊物が生成す
るのを防止し, ろう付け前処理剤の優れた洗浄力を
維持するという効果を発揮する. 一方, アミノカル
ボン酸系錯化剤が0.05重量％未満の場合には, 上記
浮遊物が生成し, ろう付け前処理剤の洗浄力が低下
するおそれがある. 一方, アミノカルボン酸系錯化
剤の添加濃度の上限については, 格別の制限はなく,
その値は経済性および排水処理性との相関から定
めることができる.
上記アミノカルボン酸系錯化剤としては, 例えば,
ニトリロトリ酢酸，ニトリロトリ酢酸の塩類，エ
チレンジアミン四酢酸，エチレンジアミン四酢酸
の塩類，Ｎ－２－ヒドロキシエチルエチレンジア
ミンＮ，Ｎ’－トリ酢酸，およびＮ－２－ヒドロキ
シエチルエチレンジアミンＮ，Ｎ’－トリ酢酸の塩
類のグループから選ばれる１種又は２種以上を用
いることができる.
上記ろう付け前処理剤を使用するに当たっては,

該ろう付け前処理剤を50℃以上に加温するか，あ
るいはろう付け前処理剤を２回以上交換して洗浄
する多段階洗浄法を行いその後水洗又は湯洗等の
洗浄を多数回行うことが好ましい. これにより, ろ
う付け前処理剤の洗浄性およびすすぎ性の効率が
向上する.
なお, 上記ろう付け前処理剤は, 取引，運搬の便

宜のため, 通常濃縮液の状態で保存し, 使用時に上
記配合量になるように希釈することが好ましい.
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